










































































































（Electron Spin Resonance Imaging; ESRI）40，41）を用
い，患部付近におけるフリーラジカル型薬剤の局所
的な濃度分布を調べることで，磁気共鳴画像診断法
（Magnetic Resonance imaging; MRI）のように可























（a）2,4,6-chlorophenoxy-1,3,5-triazine （CLPOT），（b） （o-phenylenedioxy）cyclotriphosphazene 
（TPP），（c） 4位置換 -2,2,6,6-tetramethyl-1-piperidinyloxyl （4-X-TEMPO）ラジカル （i） TEMPO 
（X = H），（ii） TEMPOL （X = OH），（iii） TEMPONE （X = =O）， （iv） MeO-TEMPO （X = OCH3），





























分 析 お よ び 示 差 熱 分 析 （Thermogravimetric 
analysis-Differential thermal analysis；TG-DTA）」















































chlorophenoxy-1,3,5-triazine （CLPOT； 図 3a）46） や
（o-phenylenedioxy）cyclotriphosphazene （TPP；
図 3b）32，47）が有名である．これらの有機物の結晶
は，1 nm 前後の細孔径の 1次元細孔（図 1の 1D）
をもつ．ゲスト物質となる安定有機ラジカルとして 
は，4位置換 -2,2,6,6-tetramethyl-1-piperidinyloxyl （4- 
X-TEMPO；図 3c）や nitronylnitroxide ラジカル































DTA の例を示す 21，24，25）．文献 24 の実験では参照




再び 1分で 10 ℃ずつ加熱するなどしている．測定
中の試料は窒素雰囲気下に置き，窒素ガスの流量は
0.9 L/min である． 
［CLPOT-（4-X-TEMPO）］包接体の TG-DTA
　2,4,6-chlorophenoxy-1,3,5-triazine （CLPOT）46） の









































右下の写真）．TEMPOL 以外の 4-X-TEMPO をゲ
スト物質とした場合も，ほぼ同様の結果が得られ

















た際の結果を示す 21，25）．TPP 細孔に PhNNラジカ
ルを単独で包接させることは難しく，非ラジカルで



























近のバルク PhNN やバルク N-PhMI の DTAピー
クに対応するピークは見られなかった．これは，


















違いを調べた．図 6 は［TPP-（N-PhMI）］の TG-
DTA 測定の結果と測定温度の時間依存性を示
す 25）．ここで，図 6 の左軸は図 4 および 5 と同じ
く試料の重量変化を表すが，横軸には測定時間の変
化をとり，右軸に測定温度をとってある．これは，




　TGの結果を図 5と図 6 とで比較した場合，図 5
で見られる 230℃付近の急激な重量減少は，図 6で
は見られない．これは図 5で観測された重量減少が




N-PhMI の一部がTPP に包接しきれず，TPP 包接
化合物の結晶の表面に析出する可能性が示唆されて
いた．そこで，N-PhMI の融点（図 5参照）よりも
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